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【
研
究
ノ
ー
ト
｝

常
設
展
示
室
に
お
け
る
来
館
者
動
向
に
つ
い
て

ｌ

ボ

ラ

ン

テ

ィ

ア

ス

タ

ッ

フ

の

視

点

か

ら

Ｉ

【
要
旨
｝

当
館
の
、
特
に
常
設
展
示
室
に
お
い
て
、
当
館
の
来
館
者
が
、
ど
の
よ
う
な
人

た
ち
で
、
ど
の
よ
う
な
も
の
に
興
味
を
持
ち
、
展
示
室
を
ど
の
よ
う
に
見
て
、
ど

の
よ
う
に
理
解
し
て
い
る
の
か
に
つ
い
て
調
査
す
べ
く
、
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
と
一

部
聞
き
取
り
調
査
を
実
施
し
た
。
本
稿
は
そ
の
結
果
を
分
析
し
た
も
の
で
あ
る
。

今
回
の
調
査
で
は
、
当
館
の
展
示
解
説
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
当
館
の
来
館
者
に
つ
い

て
の
ア
ン
ケ
ー
ト
を
行
っ
た
。
ま
た
、
展
示
解
説
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
へ
の
ア
ン
ケ
ー

ト
結
果
を
比
較
分
析
す
る
た
め
、
来
館
者
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
、
補
足
的

に
分
析
し
た
。

来
館
者
傾
向
に
つ
い
て
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ヅ
フ
の
印
象
と
来
館
者
ア
ン

ケ
ー
ト
回
答
者
の
デ
ー
タ
を
比
較
検
討
し
、
年
齢
や
性
別
、
展
示
室
内
の
動
線
な

ど
に
つ
い
て
分
析
し
た
。
ま
た
、
ア
ン
ケ
ー
ト
の
記
述
か
ら
、
常
設
展
で
の
当
館

来
館
者
の
学
び
の
多
様
性
を
指
摘
し
た
他
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
が
学
び
を
深
め
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
た
。

【
キ
ー
ワ
ー
ド
］

来

館

者

調

査

博

物

館

体

験

ボ

ラ

ン

テ

ィ

ア

学

び

田

辺

可

奈

筆
者
は
当
館
企
画
普
及
課
に
所
属
し
展
示
以
外
の
教
育
普
及
事
業
に
関
わ
る
職
務

に
あ
る
。
当
館
の
展
示
、
特
に
常
設
展
示
室
で
の
来
館
者
の
動
向
を
知
る
こ
と
で
、
職

務
に
資
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
は
な
い
か
と
考
え
る
立
場
か
ら
、
来
館
者
調
査
を
試

み
た
。
そ
の
た
め
、
教
育
普
及
事
業
の
基
礎
と
な
る
常
設
展
示
室
に
お
け
る
来
館
者

の
動
向
に
つ
い
て
知
る
こ
と
を
目
指
し
た
。

（

３

）

来
館
者
調
査
の
方
法
は
多
種
多
様
な
も
の
が
あ
る
が
、
今
回
は
、
ア
ン
ケ
ー
ト
調

査
と
、
一
部
対
面
で
の
聞
き
取
り
調
査
を
実
施
し
た
。
ま
た
、
ア
ン
ケ
ー
ト
対
象
者

（

４

）

を
当
館
の
展
示
解
説
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
（
以
下
解
説
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
す
る
）
と
し
た
。

そ
の
理
由
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

①
当
館
の
解
説
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
、
展
示
解
説
の
ほ
か
、
展
示
室
の
「
看
視
」
が
役

割
の
一
つ
で
あ
り
、
来
館
者
の
行
動
に
つ
い
て
一
定
の
知
見
を
持
ち
得
る
の
で
は

な

い

か

。

②
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
目
を
通
し
て
来
館
者
が
当
館
展
示
を
ど
の
よ
う
に
受
容
し
て
い

る
の
か
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
か
。

③
ま
た
そ
の
受
容
の
過
程
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
関
連
し

博
物
館
に
は
、
年
齢
や
性
別
、
人
生
経
験
、
知
識
量
な
ど
が
異
な
る
様
々
な
人
が
、

様
々
な
目
的
で
来
館
す
る
。
来
館
者
は
、
ど
の
よ
う
な
傾
向
が
あ
り
、
展
示
室
で
ど

（

１

）

の
よ
う
な
行
動
を
し
、
ど
の
よ
う
な
「
博
物
館
体
験
」
を
し
て
い
る
の
か
。
欧
米
で

の
成
果
が
紹
介
さ
れ
た
こ
と
や
、
一
九
八
○
年
代
か
ら
始
ま
っ
た
生
涯
学
習
推
進
政

策
に
よ
っ
て
利
用
者
の
立
場
が
重
視
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
、
ま
た
事
業
評
価

の
視
点
か
ら
、
日
本
で
も
九
○
年
代
か
ら
業
務
と
し
て
来
館
者
研
究
が
行
わ
れ
る
よ

（

２

）

う
に
な
っ
た
と
さ
れ
て
い
る
が
、
当
館
で
は
管
見
の
限
り
継
続
的
な
来
館
者
調
査
が

ま
と
め
ら
れ
て
い
な
い
。

は
じ
め
に

－81－



当
館
の
解
説
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
対
象
に
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
（
図
１
）
を
行
っ
た
。
ア

ン
ケ
ー
ト
実
施
時
、
当
館
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
七
九
名
在
籍
し
て
お
り
、
そ
の
う
ち

の
七
一
名
が
解
説
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
活
動
し
て
い
た
。
今
回
の
調
査
の
回
答
数

は
六
七
件
、
実
施
時
期
は
二
○
一
六
年
五
月
で
あ
る
。
当
館
の
解
説
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

は
、
曜
日
ご
と
に
班
を
作
り
、
一
班
は
一
○
名
か
ら
一
三
名
で
構
成
さ
れ
、
全
六
班

が
各
曜
日
ご
と
に
活
動
し
て
い
る
。
年
間
の
活
動
日
数
は
平
均
三
八
日
（
二
○
一
五

年
度
）
で
あ
る
。
活
動
年
限
は
五
年
で
あ
り
、
調
査
対
象
と
し
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

活
動
歴
は
一
年
～
四
年
で
あ
る
。
一
日
の
活
動
時
間
は
、
午
前
一
○
時
か
ら
午
後
四

時
ま
で
（
特
別
展
期
間
中
は
午
前
九
時
半
か
ら
午
後
五
時
ま
で
）
で
あ
る
．
一
日
の

活
動
状
況
は
、
各
班
で
細
部
の
違
い
は
あ
る
が
、
班
を
ま
た
二
組
に
分
け
、
四
～
六

名
の
グ
ル
ー
プ
を
班
内
に
二
組
作
り
、
交
互
に
活
動
と
休
憩
を
行
う
。
つ
ま
り
常
設

展
示
室
内
に
は
、
そ
の
日
の
出
欠
状
況
に
も
よ
る
が
、
常
時
、
班
員
の
半
数
（
四
～

六
名
ほ
ど
）
の
解
説
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
い
る
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
各
テ
ー
マ
の
所
定

の
場
所
に
い
す
を
置
き
、
看
視
を
行
な
う
（
図
２
）
。
い
す
が
置
い
て
あ
る
場
所
は
、

テ
ー
マ
５
を
除
く
各
テ
ー
マ
一
か
所
で
あ
る
（
図
２
■
印
）
。
い
す
の
場
所
を
基
点
に
、

以
上
の
三
点
か
ら
、
ア
ン
ケ
ー
ト
対
象
者
を
解
説
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
、
本
ア
ン
ケ

ー
ト
が
来
館
者
の
展
示
室
内
の
姿
を
浮
か
び
上
が
ら
せ
る
ひ
と
つ
の
視
角
と
な
り
得

る
の
で
は
な
い
か
と
の
仮
説
を
立
て
、
調
査
を
行
っ
た
。
本
稿
で
検
討
を
加
え
る
の
は

以
下
の
四
点
で
あ
る
。
①
来
館
者
属
性
の
傾
向
、
②
来
館
者
の
動
線
の
傾
向
、
③
来
館

者
が
常
設
展
示
を
ど
の
よ
う
に
受
容
し
理
解
し
て
い
る
の
か
、
④
本
調
査
方
法
は
、
以

上
三
点
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
、
も
し
く
は
推
測
を
可
能
と
す
る
有
効
な
調

査
で
あ
る
か
ど
う
か
、
こ
の
四
点
に
つ
い
て
以
下
論
じ
て
い
き
た
い
。

｜

調

査

方

法

て
い
る
の
か
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
か
。

ﾎﾗﾝﾃｨｱの皆機へ ｜

誰殿層示における観覧者動向についてのアンケート

常股展示室において観寛者（一般と､児童・生徒に分けてあります）がどのような活動をしてい
るのかを揖童し、明らかにしたいと考えています｡
そこで、展示室で展もお客様と多く触れ合っているボランティアの皆様に、展示室でお客様がど

のような活動をしているのか、 日ごろの観察をもとにご教示いただきだく思っております。

下配のｱﾝｹｰﾄにぜひご協力をお願いいだします｡

Q1 差し支えなければ､班とお名前を教えてください。

（内容について詳細をお聞きする場合があるかもしれません）

班 お名前

Q10印象に残るあなたとお客様とのエピソードがあれば教えてください

【児■.生徒の様子|こついてお聞きします】

Q11 お客様は販路を召って観覧していますか｡

1m路通りのことが多い 2順路にこだわらずに問っていることが多い

3両方の人が同じくらいいる 4その他（ ）

Q12学校から渡された課題に添った見学をしている月宣･生徒はどれくらいいますか。

1とても多い 2多い 3課題をしていない児童・生徒と同じくらい

4少ない 5とても少ない 6わからない

Q13児■･生徒が■初に目に留めるもの(資料）にはどんなものがありますか。

（年齢による運いがあれば付配してください。以下同)

Q14児童･生徒が時間をかけてよく見ている資料（コーナー，時代）には､どんなものがありますか

Q15月■･生徒が興味を示す資料（コーナー・時代）には、どんなものがありますか。

Q16児童・生徒によく質問をされる夢柄はどんなことですか（展示以外のことでも欄いませ'

Q17児童･生徒があまり興味を示さない資料（ｺｰﾌ．~'時代）には、どんなものがありますか。

Q18印象に残る見宣・生徒とのエピソードがあれば教えてください｡

【お唇樗全鉛についてお聞きします】

Q2常股展示の来館壱の方は．どの年齢届が多いと感じますか． （複数回答可〕

1未就学児 2小学生 3中学生 4肩坊年 5大学生

6，0代～20代 730代～40代 850代～60代 970代以上

10わからない

Q3性別はどちらが多いと感じ'ますか。

1男性 2女性 3同じくらい 4わからない

【一般のお客搬の嫌子についてお聞きします】

Q4 お客様は順路通りに観寅していますか。

1頭路通りのことが多い 2順路にこだわらすに問っていることが多い

3両方の人が同じくらいいる 4その他（ ）

Q5 常股展観覧者が■初に目に留めるもの（資料）にはどんなものがありますか．

Q6 お客様が時間をかけてよく見ている資料（コーナー･時代）には､どんなものがありますか｡

Q7 お客様が興味を示す資料（ｺｰﾅｰ･時代〕には､どんなものがありますか｡

QB お客禄によく質問をされる事柄はどんなことですか（展示以外のことでも構いません）

Q9お客禄があまり興味を示さない資料（ｺｰﾅｰ･時代）には､どんなものがありますか｡

くうらへ銃きます→ ご協力いただき、ありがとうございましだ。

図1 解説ボランティアアンケート用紙
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担
当
す
る
テ
ー
マ
の
展
示
室
を
巡
回
す
る
。
た
だ
し
、
民
俗
展
示
室
は
、
死
角
と
な

っ
て
お
り
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
巡
回
す
る
時
だ
け
展
示
室
に
入
る
こ
と
に
な
る
。

ア
ン
ケ
ー
ト
は
記
述
式
で
、
各
班
ご
と
に
配
布
し
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
会
会
長
に
取

り
ま
と
め
て
も
ら
っ
た
。

ま
た
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ
へ
の
調
査
と
比
較
検
討
す
る
た
め
、
来
館
者
へ

の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
行
っ
た
（
以
下
来
館
者
ア
ン
ケ
ー
ト
）
。
ア
ン
ケ
ー
ト
は
、
一

般
向
け
（
回
答
数
八
八
）
と
小
中
高
校
生
向
け
（
回
答
数
一
七
六
）
に
分
け
て
行
っ

た
。
実
施
時
期
は
二
○
一
六
年
五
月
一
六
日
～
二
九
日
ま
で
、
当
館
が
施
設
改
修
の

た
め
、
二
○
一
六
年
五
月
三
○
日
か
ら
約
二
年
間
の
休
館
に
入
る
直
前
で
あ
る
。
ア

ン
ケ
ー
ト
用
紙
を
受
付
で
来
館
者
全
員
に
配
布
し
、
展
示
室
出
口
に
置
い
た
ボ
ヅ
ク

ス
で
回
収
し
た
。
合
わ
せ
て
、
博
物
館
実
習
の
課
題
の
一
つ
と
し
て
、
実
習
生
に
よ

る
対
人
に
よ
る
聞
き
取
り
調
査
も
行
っ
た
（
実
施
日
二
○
一
六
年
五
月
一
八
日
三

時
三
○
分
か
ら
一
二
時
、
回
答
数
一
七
）
。
た
だ
し
、
本
稿
で
は
解
説
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

ア
ン
ケ
ー
ト
と
比
較
検
討
す
る
事
項
の
結
果
と
記
述
式
の
部
分
の
み
を
記
し
た
。

近世■ 近代

｜乳鋤卿|・ ““
浮
世
絵

5

現代

関東大霞災

代

溜地模壁

甑

■ボランティア看視場所

●ﾎﾗﾝﾃｨｱ看視場所(人数が多い場合）
－観覧順路

一一順路通り観覧しない場合の観覧ルート

図2常設展示室図

（
１
）
来
館
者
属
性

①
年
齢

解
説
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ア
ン
ケ
ー
ト
に
よ
る
来
館
者
の
年
齢
（
図
１
の
Ｑ
２
）
を
、
全

日
（
表
１
）
、
平
日
（
表
２
）
、
土
日
（
表
３
）
に
分
け
て
分
析
し
た
。
表
２
と
表
３

を
比
較
す
る
と
五
○
代
～
六
○
代
、
七
○
代
が
多
い
こ
と
は
共
通
す
る
が
、
平
日
は

中
学
生
、
小
学
生
が
多
く
、
土
日
に
な
る
と
減
少
す
る
。
平
日
は
学
校
団
体
が
多
く

来
館
し
、
そ
の
対
応
も
解
説
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
担
っ
て
い
る
た
め
、
学
校
関
係
の
来

館
が
多
い
印
象
を
持
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
土
日
班
の
解
説
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
は
、
土
日
は
家
族
連
れ
が
多
い
と
回
答
し
て
い
る
．

来
館
者
ア
ン
ケ
ー
ト
の
回
答
者
の
年
齢
構
成
と
比
較
す
る
（
表
４
）
。
こ
れ
に
つ
い

て
は
、
平
日
と
土
日
含
め
て
の
デ
ー
タ
で
あ
る
。
六
○
代
と
七
○
代
が
多
く
、
ま
た

こ
の
時
期
に
中
学
生
と
高
校
生
の
学
校
団
体
が
多
か
っ
た
た
め
、
中
高
生
が
目
立
つ
。

ま
た
、
四
○
代
も
多
い
。
ア
ン
ケ
ー
ト
回
答
者
の
う
ち
、
四
○
代
の
来
館
者
が
誰
と

二

調

査

結

果
表1 解説ボランティアアンケート

来館者年齢（全日）

；

70代以上

50代

～60代

30代

～40代

10代

～20代

大学生

高校生

中学生

小学生

未就

学児

一
Ｅ
■
’

600 20 40

－83－



（

５

）

来
た
か
の
デ
ー
タ
で
は
、
約
六
○
％
が
家
族
連
れ
と
回
答
し
て
お
り
、
解
説
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ァ
ァ
ン
ヶ
ー
ト
の
結
果
を
裏
付
け
る
。

②
性
別

解
説
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ア
ン
ケ
ー
ト
（
図
１
の
Ｑ
３
）
で
は
、
全
日
、
平
日
、
土
日
と
、

ほ
ぼ
男
女
同
数
で
あ
る
と
感
じ
ら
れ
て
い
る
。
来
館
者
ア
ン
ケ
ー
ト
の
回
答
者
の
デ
ー

（

６

）

タ
を
見
て
も
、
ほ
ぼ
男
女
同
数
で
あ
り
、
解
説
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
を

表3解説ボランティアアンケート

来館者年齢（土日）

表2解説ボランティアアンケート

来館者年齢（平日）

卜
ｆ
ｊ
ｒ

70代以上

50代

～60代

30代

～40代

10代

～20代

大学生大学生

I … 70代以上 ’

黍熱■■■■■ ~
~
~
~
~
~
~
~

~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~

~
~
~

30代 il
～40代

10代

～20代

大学生ヨ

一
章

■

高校生■

中学生 中学生

；
小学生画

蕊■

小学生l . , " 藤 :一蘇 |

未就 i
学児 1

．0 10 20 30 400 5 10 15 20 25

表4来館者アンケート

来館者年齢（全日）

80代～

70代

60代

50代

40代

30代

20代

10代

高校生

中学生

小学生

■■雨

……… － 1

■■■■■薦

■■■■

■■■■

I■鷹

卜 『『

ｌ
解
説
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ァ
ァ
ン
ヶ
ー
ト
で
の
「
順
路
に
つ
い
て
」
の
回
答
は
、

順
路
を
守
る
〈
五
九
％
）
、
守
ら
な
い
（
九
％
）
、
順
路
通
り
の
人
と
順
路

を
守
ら
な
い
人
が
同
じ
く
ら
い
い
る
（
二
三
％
）
、
そ
の
他
（
九
％
）
で
あ

る
。
来
館
者
ア
ン
ケ
ー
ト
で
の
「
最
初
に
見
た
資
料
」
を
ま
と
め
た
も
の

が
表
５
で
あ
る
．
順
路
通
り
の
考
古
資
料
は
全
体
の
四
一
％
で
あ
る
。
考

古
資
料
と
回
答
し
た
理
由
と
し
て
順
路
通
り
だ
か
ら
と
し
た
の
は
五
八
％
で
あ
る
。

解
説
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ァ
ァ
ン
ヶ
ー
ト
の
来
館
者
が
最
初
に
目
に
留
め
る
資
料
（
表
６
）
で

は
、
三
階
の
仏
像
、
鎌
倉
ジ
オ
ラ
マ
、
二
階
の
大
砲
が
多
い
。
順
路
通
り
観
覧
す
る

人
が
一
定
数
い
る
反
面
、
三
階
の
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
ホ
ー
ル
を
挟
ん
で
時
代
順
に
観
覧

す
る
本
来
の
導
線
と
は
逆
方
向
の
仏
像
や
中
世
の
展
示
室
か
ら
や
、
二
階
の
近
現
代

か
ら
見
る
人
も
多
い
こ
と
が
推
定
さ
れ
る
。
来
館
者
ア
ン
ケ
ー
ト
で
、
順
路
通
り
に

ー

0 20 40 60 80 100

（
２
）
動
線
の
傾
向

常
設
展
示
室
で
の
来
館
者
の
動
線
に
つ
い
て
、
「
順
路
に
つ
い
て
」
（
図

１
の
Ｑ
４
）
と
、
「
最
初
に
目
に
留
め
る
資
料
」
〈
図
１
の
Ｑ
５
）
の
設
問

か
ら
考
察
す
る
。

当
館
の
二
階
と
三
階
に
あ
る
常
設
展
示
室
の
時
代
順
に
従
っ
て
見
て
い

く
順
路
は
、
三
階
の
石
器
や
土
器
な
ど
の
考
古
資
料
に
始
ま
り
（
テ
ー
マ

ニ
、
エ
ス
カ
レ
ー
タ
ー
ホ
ー
ル
を
挟
ん
で
反
対
側
に
あ
る
、
古
代
、
中
世

の
展
示
室
（
テ
ー
マ
ニ
）
へ
と
続
き
、
二
階
に
階
段
で
降
り
て
、
左
手
の

近
世
の
展
示
室
（
テ
ー
マ
三
）
の
後
、
エ
ス
カ
レ
ー
タ
ー
ホ
ー
ル
を
挟
ん

で
反
対
側
の
近
現
代
（
テ
ー
マ
四
）
、
民
俗
展
示
室
（
テ
ー
マ
五
）
へ
と
い

う
も
の
で
あ
る
（
図
２
参
照
）
。

①
一
般
来
館
者
の
場
合

裏
付
け
る
。
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表5来館者アンケート

最初に見た資料（一般）

表6解説ボランティアアンケート

来館者が最初に目に留める資料（一般）
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表7来館者アンケート最初に見た資料（小中高生）
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③
時
間
を
か
け
て
よ
く
見
て
い
る
資
料
（
図
１
の
Ｑ
６
、
Ｑ
皿
）

解
説
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
見
て
、
一
般
来
館
者
が
時
間
を
か
け
て
よ
く
見
て
い
る
と

感
じ
る
資
料
で
あ
る
（
表
８
）
。
多
い
の
は
、
仏
像
類
、
中
世
鎌
倉
の
ジ
オ
ラ
マ
、
浮

見
た
と
回
答
し
た
人
の
う
ち
、
最
初
に
見
た
資
料
と
し
て
考
古
資
料
と
答
え
た
人
は

四
七
％
で
あ
っ
た
。
仏
像
や
大
砲
は
比
較
的
大
き
な
展
示
物
の
た
め
印
象
に
残
り
や

（

７

）

す
い
の
か
も
し
れ
な
い
し
、
来
館
者
が
リ
ピ
ー
タ
ー
か
否
か
や
、
来
館
目
的
の
違
い

（

８

）

等
で
も
動
線
が
異
な
る
か
も
し
れ
な
い
。

解
説
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
記
述
に
も
、
「
案
内
な
し
で
は
来
館
者
は
左
に
曲
が
る
こ
と

が
多
い
」
と
の
指
摘
が
複
数
あ
っ
た
。
仏
像
も
大
砲
も
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
を
降
り
て
左
側

で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
の
研
究
で
は
「
来
館
者
の
七
五
％
が
ギ
ャ
ラ
リ
ー
に
入
る
と
す
ぐ

（

９

）

に
右
に
曲
が
る
傾
向
が
あ
る
」
と
の
指
摘
が
あ
り
、
当
館
の
来
館
者
の
動
線
に
つ
い
て

は
、
別
の
方
法
で
再
度
確
認
調
査
を
行
う
必
要
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

②
小
中
高
生
の
場
合

解
説
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ア
ン
ケ
ー
ト
で
小
中
高
生
に
関
し
て
は
、
順
路
通
り
で
は
な

（

皿

）

い
と
い
う
回
答
が
や
や
多
か
っ
た
（
図
１
の
Ｑ
ｕ
）
。
小
中
高
校
生
へ
の
来
館
者
ア
ン

ケ
ー
ト
で
は
、
最
初
に
目
に
留
め
る
資
料
と
し
て
、
順
路
通
り
の
土
器
や
石
器
と
い

っ
た
考
古
資
料
が
多
く
、
そ
の
他
仏
像
や
大
砲
、
模
型
類
な
ど
が
ま
ん
べ
ん
な
く
あ

げ
ら
れ
て
い
る
（
表
７
）
。
な
ぜ
そ
の
資
料
を
見
た
の
か
と
い
う
設
問
に
は
、
順
路
通

り
（
七
○
％
）
、
課
題
に
あ
っ
た
（
一
％
）
、
見
た
い
時
代
や
資
料
が
あ
っ
た
（
四
％
）
、

お
も
し
る
そ
う
二
八
％
）
、
そ
の
他
（
五
％
）
で
あ
る
。
順
路
通
り
と
答
え
た
人
の

最
初
に
見
た
資
料
は
、
三
階
考
古
資
料
（
三
九
％
）
、
三
階
仏
像
・
中
世
資
料
（
一
六

％
）
、
二
階
近
世
資
料
（
四
％
）
、
大
砲
な
ど
二
階
近
現
代
資
料
二
一
％
）
、
そ
の
他

（
三
二
％
）
で
あ
る
。
小
中
高
校
生
は
、
時
代
順
に
設
定
し
た
順
路
を
意
識
せ
ず
観
覧

し
て
い
る
と
推
測
さ
れ
る
。

世
絵
、
眞
葛
焼
、
居
留
地
模
型
な
ど
で
あ
る
。
来
館
者
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、
興
味
深

（

Ⅱ

）

い
資
料
と
し
て
中
世
や
開
港
期
の
資
料
や
、
浮
世
絵
が
多
く
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。
一

般
来
館
者
が
興
味
深
く
見
て
い
る
資
料
の
回
答
と
、
解
説
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
長
い
時

間
見
て
い
る
と
感
じ
て
い
る
資
料
と
を
比
較
す
る
と
同
様
な
傾
向
が
抽
出
さ
れ
た
。

小
中
高
生
に
つ
い
て
は
、
鎌
倉
ジ
オ
ラ
マ
を
あ
げ
る
解
説
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
多
く
、

次
に
大
砲
や
居
留
地
模
型
が
あ
げ
ら
れ
て
い
る
（
表
９
）
。
尚
、
こ
こ
で
は
比
較
の
た

め
、
表
８
と
表
９
で
取
り
上
げ
る
項
目
（
資
料
）
を
同
じ
も
の
と
し
た
た
め
、
回
答

数
ゼ
ロ
の
も
の
も
掲
載
し
て
い
る
。
小
中
高
生
の
来
館
者
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、
回
答

は
多
岐
に
わ
た
る
が
、
中
で
も
鎌
倉
や
鎌
倉
時
代
、
円
覚
寺
仏
殿
（
模
型
）
な
ど
鎌

倉
に
関
連
す
る
こ
と
が
目
立
っ
た
。
こ
の
項
目
の
解
説
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ア
ン
ケ
ー
ト

と
来
館
者
ア
ン
ケ
ー
ト
を
比
較
す
る
と
、
鎌
倉
が
目
立
つ
点
で
共
通
の
傾
向
が
み
ら

れ
る
．
た
だ
し
、
解
説
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
あ
げ
ら
れ
て
い
な
い
仏
像

で
あ
る
が
、
小
中
高
生
の
来
館
者
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
一
七
六
件
中
六
件
仏
像
が
あ
げ

ら
れ
て
い
た
。

ま
た
、
解
説
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ア
ン
ケ
ー
ト
で
、
一
般
来
館
者
で
は
浮
世
絵
や
眞
葛

焼
が
多
く
あ
げ
ら
れ
る
の
に
対
し
て
、
小
中
高
生
に
つ
い
て
は
浮
世
絵
や
眞
葛
焼
に

つ
い
て
は
回
答
数
ゼ
ロ
で
あ
っ
た
。
小
中
高
生
の
来
館
者
ア
ン
ケ
ー
ト
の
同
項
目
で

も
、
浮
世
絵
や
眞
葛
焼
と
の
回
答
は
な
か
っ
た
。
浮
世
絵
や
眞
葛
焼
に
つ
い
て
は
、
一

般
来
館
者
と
小
中
高
生
と
の
間
で
違
い
が
見
ら
れ
た
。

「
時
間
を
か
け
て
よ
く
見
て
い
る
資
料
」
に
つ
い
て
は
、
本
稿
で
は
解
説
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
の
視
点
と
、
来
館
者
自
ら
の
ア
ン
ケ
ー
ト
回
答
か
ら
検
討
し
た
が
、
よ
り
客
観

的
な
観
察
法
な
ど
の
方
法
で
多
角
的
な
調
査
が
必
要
か
と
思
わ
れ
る
。

三
考
察
ｌ
当
館
展
示
の
受
容
の
諸
相
Ｉ

解
説
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ア
ン
ケ
ー
ト
に
、
「
来
館
者
の
方
と
の
印
象
に
残
る
エ
ピ
ソ
ー
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ド
を
教
え
て
く
だ
さ
い
」
と
の
項
目
を
設
定
し
た
（
図
１
の
Ｑ
皿
、
Ｑ
肥
）
。
こ
こ
か

ら
、
来
館
者
が
当
館
で
ど
の
よ
う
な
「
博
物
館
体
験
」
を
し
て
い
る
か
を
考
え
て
み

た
い
。「

博
物
館
体
験
」
と
は
、
ジ
ョ
ン
．
Ｈ
・
フ
ォ
ー
ク
、
リ
ン
。
Ｄ
・
デ
ィ
ァ
ー
キ
ン

（

皿

）

グ
が
定
義
し
た
も
の
で
あ
る
。
「
人
々
が
い
か
に
博
物
館
を
利
用
す
る
か
検
証
し
、
来

館
者
の
立
場
か
ら
博
物
館
を
理
解
し
よ
う
と
試
み
る
」
立
場
か
ら
、
様
々
な
来
館
者

調
査
を
分
析
し
、
来
館
者
の
博
物
館
体
験
を
個
人
的
、
物
理
的
、
社
会
的
コ
ン
テ
ク

ス
ト
が
重
複
し
た
「
ふ
れ
あ
い
（
相
互
作
用
）
体
験
モ
デ
ル
」
と
定
義
し
た
。
こ
の

研
究
は
、
「
博
物
館
体
験
」
が
複
数
の
要
素
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
る
複
雑
な
も
の
で
あ

る
こ
と
を
指
摘
し
た
こ
と
が
重
要
だ
と
考
え
る
。

本
項
で
は
、
様
々
な
要
素
が
絡
み
合
う
複
雑
な
「
博
物
館
体
験
」
に
つ
い
て
、
当

館
の
展
示
を
ど
の
よ
う
に
受
容
し
て
い
る
の
か
、
ど
の
よ
う
に
し
て
理
解
し
て
、
ど

（

昭

）

の
よ
う
な
こ
と
を
学
ん
で
い
る
の
か
と
い
う
視
点
か
ら
考
え
て
み
た
い
。

（
１
）
来
館
者
自
身
の
経
験
や
知
識
を
重
ね
合
わ
せ
て
、
展
示
を
自
身
の
文
脈
に
取
り

入

れ

て

理

解

す

る

。

例
え
ば
、
次
の
よ
う
な
エ
ピ
ソ
ー
ド
で
あ
る
（
・
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
は
一
般
来
館
者
、

○
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
は
小
中
学
生
お
よ
び
高
校
生
の
も
の
。
最
後
に
（
）
が
な
い
も

の
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ヅ
フ
に
よ
る
記
述
で
あ
る
）
。

・
古
代
の
土
器
な
ど
が
実
物
で
、
ほ
と
ん
ど
県
内
で
出
土
し
た
も
の
で
あ
る
と
説
明
す
る

と
、
と
て
も
驚
か
れ
る
。
自
分
の
住
ん
で
い
る
地
域
の
も
の
な
ど
見
つ
か
る
と
喜
ん
で

く
だ
さ
っ
た
。

た
こ
と
。

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
か
ら
観
光
に
来
た
女
性
に
話
し
か
け
、
伝
わ
っ
た
か
ど
う
か
は
分
か

ら
な
い
が
、
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
頃
の
こ
と
も
話
し
、
お
互
い
に
往
時
を
思
い
出
せ

っ
て
博
物
館
体
験
を
前
向
き
な
経
験
と
す
る
た
め
に
は
、
博
物
館
の
中
身
と
接
す
る

際
に
、
彼
ら
が
見
る
物
、
や
る
こ
と
、
感
じ
る
こ
と
が
、
来
館
者
が
す
で
に
知
っ
て

い
る
こ
と
、
理
解
し
て
い
る
こ
と
、
認
識
し
て
い
る
こ
と
と
結
び
つ
く
よ
う
に
な
っ

て
い
る
必
要
が
あ
る
。
新
し
い
知
見
を
古
い
知
見
に
取
り
込
め
る
よ
う
に
す
る
必
要

が
あ
る
の
で
あ
る
。
」
と
指
摘
す
る
．
こ
れ
ま
で
の
研
究
で
は
、
「
注
入
」
と
「
構
成
」

の
二
つ
の
学
習
者
観
・
知
識
観
が
あ
り
、
「
か
ら
っ
ぽ
の
頭
の
中
に
知
識
を
注
ぎ
込
む

と
い
う
考
え
方
」
で
「
学
習
者
は
受
動
的
存
在
」
と
す
る
も
の
が
あ
り
、
一
方
で
「
学

習
者
が
『
自
ら
構
成
し
て
い
く
』
と
い
う
構
成
主
義
と
い
う
考
え
方
」
が
あ
り
、
学

（

Ｍ

）

習
者
は
能
動
的
存
在
と
位
置
づ
け
ら
れ
る
と
い
う
。
ジ
ョ
ー
ジ
．
Ｅ
・
ハ
イ
ン
の
考

え
は
後
者
の
構
成
主
義
の
考
え
で
あ
り
、
本
ア
ン
ケ
ー
ト
の
当
館
展
示
室
で
の
エ
ピ

ソ
ー
ド
も
来
館
者
が
構
成
主
義
的
な
展
示
の
学
び
の
事
例
と
解
釈
で
き
る
よ
う
に
思

・
解
説
の
際
に
は
、
「
時
代
と
と
も
に
遺
物
が
出
た
場
所
を
見
て
く
だ
さ
い
！
」
と
伝
え

た
ほ
う
が
、
そ
の
時
「
ア
シ
、
ウ
チ
の
近
く
だ
！
」
と
大
変
喜
ば
れ
た
。

○
鵠
沼
高
校
生
が
校
庭
で
発
見
さ
れ
た
土
偶
を
見
つ
け
、
縄
文
時
代
に
親
近
感
を
持
っ
た

様

子

で

眺

め

て

い

た

。

○
教
科
書
で
よ
く
見
る
も
の
が
あ
り
、
と
て
も
興
味
を
持
て
た
（
中
三
／
三
重
県
、
他
）

○
人
面
土
器
、
先
生
に
似
て
い
た
（
中
学
生
／
女
性
、
聞
き
取
り
）

○
相
模
図
地
元
が
の
っ
て
い
る
の
で
時
間
を
か
け
て
見
た
（
中
二
／
男
性
、
聞
き
取
り
）

○
自
分
の
住
ん
で
い
る
町
（
山
形
県
）
に
も
自
由
民
権
運
動
が
あ
る
。

自
分
の
住
ん
で
い
る
地
域
、
自
分
の
知
識
や
身
近
な
事
柄
な
ど
、
自
分
と
資
料
と

を
関
連
付
け
る
も
の
が
あ
っ
た
時
に
、
来
館
者
の
展
示
へ
の
興
味
関
心
は
増
大
し
、
理

解
を
促
す
こ
と
が
、
以
上
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
か
ら
は
垣
間
見
え
る
。
来
館
者
が
自
分
と

関
連
す
る
部
分
を
入
り
口
に
、
展
示
を
自
分
の
文
脈
に
取
り
入
れ
、
理
解
し
て
い
る

（
し
よ
う
と
し
て
い
る
）
と
考
え
ら
れ
る
。

ジ
ョ
ー
ジ
。
Ｅ
・
ハ
イ
ン
は
、
博
物
館
に
お
け
る
学
び
に
つ
い
て
、
「
来
館
者
に
と
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わ
れ
る
。

同
様
に
、
構
成
主
義
的
な
学
び
と
し
て
、
次
の
よ
う
な
事
例
も
あ
げ
た
い
。

○
人
面
土
器
で
、
土
器
で
も
お
も
し
ろ
み
の
あ
る
土
器
が
あ
る
と
い
う
こ
と
を
知
っ
て
、

土
器
に
関
し
て
少
し
興
味
を
持
て
た
。
（
中
二
／
男
性
、
聞
き
取
り
）

○
意
外
に
細
か
い
と
こ
ろ
が
書
か
れ
て
る
。
（
中
二
／
男
性
、
聞
き
取
り
）

○
仏
像
類
、
リ
ア
リ
テ
ィ
と
迫
力
が
す
ご
い
（
中
一
一
／
男
性
、
聞
き
取
り
）

・
大
砲
や
古
民
具
な
ど
の
実
物
は
大
き
さ
が
分
か
り
面
白
い
（
三
○
代
／
男
性
、
聞
き
取

り

）

実
物
資
料
を
見
る
こ
と
で
、
自
分
の
元
々
の
知
識
や
固
定
観
念
と
は
異
な
る
こ
と

が
提
示
さ
れ
た
時
、
そ
の
モ
ノ
に
対
す
る
興
味
関
心
が
喚
起
さ
れ
、
展
示
室
で
の
学

び
へ
と
つ
な
が
る
様
子
が
う
か
が
わ
れ
る
。

次
に
、
一
人
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ
の
印
象
に
残
る
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
紹
介
す
る
。

・
天
文
台
に
お
勤
め
だ
っ
た
方
と
ド
ゥ
ー
リ
（
原
文
マ
マ
）
の
世
界
図
の
使
い
方
（
緯
度

の
測
り
方
な
ど
）
正
確
性
な
ど
に
つ
い
て
の
会
話
。

・
孫
に
縄
文
文
化
を
教
え
た
い
の
で
と
来
ら
れ
た
方
と
の
会
話
。

．
｜
般
の
方
と
仏
像
に
つ
い
て
の
会
話
。

・
静
岡
県
に
は
博
物
館
が
な
い
と
言
わ
れ
る
高
校
教
師
さ
ん
と
の
元
冠
の
会
話
。

・
仏
教
史
を
専
攻
し
て
い
る
と
い
う
大
学
院
生
と
の
会
話
。

五
人
の
来
館
者
に
つ
い
て
記
述
し
て
い
る
が
、
個
々
の
個
人
的
な
背
景
や
こ
れ
ま

で
の
経
験
や
知
識
に
よ
り
、
ま
っ
た
く
異
な
る
視
点
か
ら
展
示
を
見
て
い
る
こ
と
が

よ
く
分
か
る
。
個
々
の
経
験
や
知
識
に
博
物
館
の
学
び
が
裏
付
け
ら
れ
る
と
い
う
こ

と
は
、
来
館
者
ご
と
に
異
な
る
学
び
が
存
在
す
る
こ
と
に
な
る
。

当
館
で
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ
が
展
示
室
に
常
駐
し
、
個
々
に
異
な
る
経
験

や
知
識
を
持
つ
来
館
者
の
「
学
び
」
に
そ
れ
ぞ
れ
に
柔
軟
に
対
応
で
き
る
こ
と
に
も

つ
な
が
る
と
考
え
ら
れ
る
。

（
２
）
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
諸
相

博
物
館
は
展
示
を
通
し
て
、
来
館
者
同
士
、
来
館
者
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ヅ
フ
、

博
物
館
職
員
な
ど
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
生
ま
れ
る
場
で
あ
る
。
特
に
来
館
者

と
日
常
的
に
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ヅ
フ
の
ア
ン
ケ
ー

ト
に
は
、
来
館
者
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
記
述
が
多
い
。
本
項
で
は
、
当
館

展
示
室
で
見
ら
れ
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
諸
相
を
取
り
上
げ
た
い
。

①
展
示
を
媒
介
に
し
た
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

．
特
に
、
古
墳
時
代
の
人
面
土
器
の
か
わ
い
さ
、
須
恵
器
・
土
師
器
の
比
較
な
ど
が
話
題

、
大
砲
の
と
こ
ろ
で
こ
れ
で
相
手
を
や
っ
つ
け
ら
れ
る
の
か
。

．
僧
侶
の
方
に
仏
像
の
前
で
仏
教
の
教
え
に
つ
い
て
か
た
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

．
戦
時
中
の
暮
ら
し
や
、
家
に
あ
る
古
い
も
の
の
お
話
を
伺
う
こ
と
は
よ
く
あ
り
ま
す
。

、
女
子
高
生
が
鎌
倉
の
港
に
つ
い
て
質
問
を
し
ま
し
た
。
古
地
図
を
前
に
し
て
日
本
と
宋

と
の
交
易
、
渡
来
僧
、
円
覚
寺
仏
殿
な
ど
の
話
を
し
た
ら
、
と
て
も
感
激
し
た
様
子
に

う
れ
し
く
な
り
ま
し
た
。

、
他
愛
の
な
い
声
掛
け
か
ら
興
味
の
芽
を
引
き
出
す
と
、
会
話
が
は
ず
ん
だ
り
、
喜
ん
で

い
た
だ
け
る
こ
と
。

○
小
学
３
年
生
の
団
体
に
解
説
の
時
に
「
皆
さ
ん
は
何
年
生
ま
れ
？
」
と
聞
く
と
、
ほ
と

ん
ど
西
暦
で
答
え
が
返
っ
て
き
ま
し
た
。
大
正
・
昭
和
の
く
ら
し
の
展
示
で
、
昭
和
と

平
成
の
違
い
が
話
題
に
な
っ
て
い
た
後
だ
っ
た
の
で
、
少
し
び
っ
く
り
し
ま
し
た
。
「
和

室
」
も
通
じ
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
の
ジ
エ
ネ
レ
ー
シ
ョ
ン
ギ
ャ
ッ
プ
を
感
じ
る
こ
と
も

結
構
面
白
く
楽
し
い
で
す
。

．
ご
夫
婦
で
来
館
、
こ
の
前
鎌
倉
に
行
っ
て
き
た
の
で
、
中
世
鎌
倉
の
ジ
オ
ラ
マ
で
そ
の

場
所
を
確
認
し
て
い
た
と
の
こ
と
。
夫
婦
で
話
し
な
が
ら
見
て
い
た
。
鎌
倉
五
山
の
場

所
に
つ
い
て
、
聞
き
取
り
中
も
話
題
に
な
っ
た
。
（
四
○
代
／
夫
婦
、
聞
き
取
り
）

に
。
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以
上
の
事
例
か
ら
、
展
示
を
媒
介
に
し
て
、
来
館
者
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ヅ
フ
、

来
館
者
同
士
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
生
ま
れ
、
学
び
に
つ
な
が
る
様
子
が
う
か

が
え
る
。
最
後
の
事
例
で
は
、
聞
き
取
り
中
も
こ
の
話
題
と
な
り
、
来
館
者
同
士
（
夫

婦
）
で
語
り
合
う
様
子
が
み
ら
れ
た
。

②
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
と
学
び

．
軽
い
質
問
か
ら
会
話
が
始
ま
っ
た
後
、
詳
し
く
説
明
を
し
て
く
だ
さ
る
お
客
様
が
男
性

に
多
い
。
こ
の
後
は
○
○
へ
行
く
…
や
、
明
日
は
○
○
へ
行
く
等
細
か
く
お
話
し
し
て

く
だ
さ
る
。
博
物
館
め
ぐ
り
を
し
て
い
る
お
客
様
か
ら
は
、
い
い
仕
事
（
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
）
を
し
て
い
ま
す
ネ
、
と
言
わ
れ
ま
す
。

・
お
客
様
自
身
が
語
り
た
い
と
い
う
人
が
割
と
多
く
て
聞
き
役
を
し
て
い
る
と
喜
ば
れ

ま

す

。

．
は
じ
め
質
問
さ
れ
ま
し
た
が
ご
自
分
の
知
っ
て
い
る
こ
と
を
た
く
さ
ん
話
し
て
い
た

だ
き
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
、
お
客
様
の
話
を
聞
く
と
い
う
役
割
も
あ
り
、
喜
ん
で
帰
っ

て
い
た
だ
い
た
と
思
い
ま
し
た
。

○
小
学
生
の
兄
弟
。
｜
｜
人
と
も
親
の
影
響
か
歴
史
が
大
好
き
で
博
物
館
に
来
る
と
時
に
戦

国
武
将
の
旗
指
物
の
ミ
｜
｜
チ
ュ
ア
を
た
く
さ
ん
用
意
し
て
鞄
に
入
れ
て
き
た
。
中
世
の

フ
ロ
ア
ー
で
そ
れ
を
出
し
て
一
つ
ず
つ
説
明
し
て
く
れ
た
。

展
示
で
の
対
話
に
つ
い
て
、
「
発
話
と
そ
の
レ
ス
ポ
ン
ス
の
役
割
は
、
互
い
の
声
を

聞
き
合
う
の
み
な
ら
ず
、
自
分
自
身
の
声
を
自
分
で
聞
く
と
い
う
側
面
を
含
み
、
相

互
理
解
と
自
分
自
身
の
気
づ
き
を
深
め
て
い
け
る
こ
と
と
い
え
る
だ
ろ
う
」
と
の
指

（

過

）

摘
が
あ
る
。
来
館
者
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ
に
話
し
な
が
ら
、
自
分
自
身
の
気

づ
き
も
深
め
て
い
る
と
言
え
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

ど
で
目
に
し
「
３
．
１
１
」
や
近
々
の
熊
本
の
震
災
ま
で
と
て
も
身
近
に
「
こ
わ
さ
」

が
あ
り
ま
す
。
２
階
の
関
東
大
震
災
の
コ
ー
ナ
ー
や
特
別
展
の
導
入
部
分
の
ビ
デ
オ
な

ど
、
見
た
く
な
い
と
ナ
ー
バ
ス
に
な
る
ケ
ー
ス
も
見
か
け
ま
し
た
。
何
か
の
工
夫
が
必

要
な
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

こ
の
二
つ
の
事
例
か
ら
は
、
天
災
な
ど
社
会
的
に
大
き
な
事
件
・
事
故
が
展
示
を

見
る
こ
と
に
も
影
響
を
与
え
て
い
る
こ
と
が
う
か
が
え
る
。
博
物
館
の
展
示
の
受
容

（

略

）

に
も
社
会
の
動
き
は
関
連
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
事
例
と
思
わ
れ
る
。

本
稿
で
は
、
当
館
の
来
館
者
の
姿
を
来
館
者
調
査
、
特
に
解
説
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
へ

の
調
査
に
よ
っ
て
浮
か
び
上
が
ら
せ
、
今
後
の
事
業
に
役
立
た
せ
て
い
き
た
い
と
考

え
、
前
半
は
デ
ー
タ
分
析
に
よ
る
来
館
者
傾
向
、
後
半
は
記
述
回
答
に
よ
る
展
示
室

で
の
学
び
の
様
子
を
考
察
し
て
き
た
。

「
は
じ
め
に
」
で
述
べ
た
本
稿
の
目
的
④
に
つ
い
て
は
、
目
的
①
と
②
に
つ
い
て
解

説
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ア
ン
ケ
ー
ト
と
並
行
し
て
実
施
し
た
来
館
者
ア
ン
ケ
ー
ト
の
調
査

結
果
と
比
較
分
析
す
る
こ
と
に
よ
り
、
一
定
の
妥
当
性
を
見
い
だ
せ
る
こ
と
が
確
認

で
き
た
。
ま
た
、
目
的
③
に
つ
い
て
は
来
館
者
の
展
示
受
容
に
お
け
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
ス
タ
ヅ
フ
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
与
え
る
影
響
を
確
認
で
き
た
。

き
た
。
ま
た
、
目
的
③
に
つ
い
て
は
来
館
者
の
展
示
受
容
に
お
け
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ス
タ
ヅ
フ
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
与
え
る
影
響
を
確
認
で
き
た
。

お
わ
り
に
ｌ
今
後
の
課
題
Ｉ

先
行
研
究
に
お
い
て
は
、
種
々
の
調
査
対
象
者
や
方
法
を
組
み
合
わ
せ
、
調
査
結
果

（
３
）
社
会
が
与
え
る
影
響

、
宝
生
寺
の
大
日
如
来
像
の
前
で
、
東
日
本
大
震
災
で
亡
く
な
っ
た
母
親
を
し
の
び
、
彼

岸
供
養
と
し
て
長
時
間
佇
ま
れ
た
方
が
い
ま
し
た
。
こ
の
像
の
前
で
亡
く
な
っ
た
方
の

お
話
を
う
か
が
い
ま
し
た
。

○
今
の
高
校
生
は
阪
神
淡
路
大
震
災
後
に
誕
生
さ
れ
繰
り
返
し
繰
り
返
し
一
一
ユ
ー
ス
な

最
後
に
今
後
の
課
題
を
述
べ
た
い
．
一
つ
に
は
、
来
館
者
調
査
に
つ
い
て
で
あ
る
．
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註（
１
）
「
博
物
館
体
験
」
と
い
う
言
葉
は
、
ジ
ョ
ン
。
Ｈ
・
フ
ォ
ー
ク
、
リ
ン
．
Ｄ
・
デ
ィ
ア
ー
キ
ン

グ
『
博
物
館
体
験
ｌ
学
芸
員
の
た
め
の
視
点
」
（
雄
山
閣
、
一
九
九
六
年
）
に
詳
し
い
。
概
要

は

後

述

す

る

。

（
２
）
寺
島
洋
子
「
教
育
活
動
の
評
価
」
二
博
物
館
教
育
論
」
第
一
三
章
、
放
送
大
学
振
興
会
、
二
○

一

二

年

、

二

二

六

頁

）

（
３
）
来
館
者
調
査
方
法
と
し
て
は
、
観
察
法
、
言
語
に
基
づ
く
方
法
と
し
て
ア
ン
ケ
ー
ト
に
よ
る
調

査
、
視
覚
情
報
を
用
い
た
調
査
、
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
、
活
動
の
痕
跡
を
探
る
方
法
と
し
て
、
来
館

者
の
会
話
を
調
査
す
る
方
法
、
以
上
の
方
法
を
い
く
つ
か
複
合
的
に
組
み
合
わ
せ
た
方
法
な
ど

が
あ
る
（
ジ
ョ
ー
ジ
．
Ｅ
・
ハ
イ
ン
『
博
物
館
で
学
ぶ
」
、
同
成
社
、
二
○
一
○
年
）

（
４
）
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
調
査
対
象
と
す
る
も
の
と
し
て
、
佐
々
木
秀
彦
「
江
戸
東
京
博
物
館
の
常
設
展

示
に
お
け
る
展
示
評
価
と
改
善
」
今
博
物
館
研
究
」
三
六
巻
、
恥
八
、
二
○
○
一
年
）
が
あ
る
。

（
５
）
四
○
代
来
館
者
が
誰
と
来
た
か
の
内
訳
は
、
家
族
と
六
二
％
、
一
人
で
三
一
％
、
一
人
で
七
％
。

（
６
）
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
平
日
（
男
性
九
％
、
女
性
二
一
％
、
同
じ
七
○
％
）
、
土
日
（
男
性
四
％
、
女

性
五
％
、
同
じ
九
一
％
）
、
来
館
者
ア
ン
ケ
ー
ト
回
答
者
（
男
性
五
五
％
、
女
性
三
七
％
、
未

回

答

八

％

）

（
７
）
前
掲
（
１
）
で
は
「
た
い
て
い
の
来
館
者
は
視
覚
的
に
強
力
な
展
示
か
、
も
と
も
と
自
分
が
興

前
掲
（
１
）
で
は
「
た
い
て
い
の
来
館
者
は
視
覚
的
に
強
力
な
展
示
か
、
と

（

Ⅳ

）

を
数
量
化
す
る
こ
と
で
来
館
者
研
究
を
行
っ
て
い
る
。
本
調
査
に
つ
い
て
は
期
間
が

短
く
紙
ベ
ー
ス
の
ア
ン
ケ
ー
ト
の
み
で
あ
っ
た
た
め
、
観
察
法
な
ど
別
の
調
査
方
法

や
多
様
な
調
査
対
象
者
を
設
定
し
、
多
角
的
に
調
査
し
て
い
き
た
い
。

ま
た
、
ア
ン
ケ
ー
ト
記
述
に
よ
る
展
示
室
の
学
び
に
つ
い
て
の
考
察
に
つ
い
て
で

あ
る
が
、
学
び
に
つ
い
て
の
研
究
は
特
に
欧
米
で
多
く
の
研
究
の
蓄
積
が
あ
り
、
そ

れ
ら
を
網
羅
し
た
上
で
論
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
で
あ
る
。
特
に
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
の
理
論
に
つ
い
て
は
、
多
く
の
先
行
研
究
が
あ
る
に
も
関
わ
ら
ず
、
そ
れ

を
消
化
し
て
本
文
に
反
映
で
き
な
か
っ
た
。
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。

味
を
持
っ
て
い
る
展
示
に
引
き
寄
せ
ら
れ
る
。
」
（
八
五
頁
）
と
指
摘
す
る
。

（
ｗ
）

〆ヘ 〆ヘ

16 15
、一 ～一

へ
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へへ
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……

へ〆へ 〆へ
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ー…、一

（
８
）

来
館
者
ア
ン
ケ
ー
ト
で
、
二
回
以
上
来
館
し
て
い
る
リ
ピ
ー
タ
ー
が
最
初
に
見
た
資
料
で
考
古

資
料
と
回
答
し
た
の
は
一
三
％
で
あ
る
。
ま
た
、
リ
ピ
ー
タ
ー
も
六
三
％
が
順
路
通
り
に
見
た

と
回
答
し
て
い
る
。

前
掲
（
１
）
七
○
頁

順
路
を
守
る
（
三
六
％
）
、
守
ら
な
い
（
四
八
％
）
、
同
じ
（
七
％
）
、
そ
の
他
（
九
％
）

「
浮
世
絵
は
展
示
替
え
が
あ
る
と
そ
れ
を
目
当
て
に
来
館
さ
れ
る
方
も
い
ま
し
た
。
小
林
清
親

を
見
に
来
た
と
か
。
」
（
解
説
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ア
ン
ケ
ー
ト
か
ら
）
。
眞
葛
焼
も
定
期
的
に
展
示

替
え
が
あ
る
た
め
、
こ
れ
を
見
る
た
め
に
来
館
す
る
リ
ピ
ー
タ
ー
が
い
る
よ
う
で
あ
る
。

前
掲
（
１
）

本
槁
で
は
、
当
館
の
展
示
意
図
が
正
し
く
伝
わ
っ
て
い
る
か
否
か
、
と
い
っ
た
視
点
で
は
な
く
、

来
館
者
に
と
っ
て
当
館
展
示
が
ど
の
よ
う
に
受
容
さ
れ
て
い
る
か
に
焦
点
を
当
て
て
論
じ
る
。

並
木
美
砂
子
「
第
三
草
博
物
館
で
の
学
習
論
」
（
「
博
物
館
教
育
論
」
、
ぎ
よ
う
せ
い
、
二
○
一

二
）
、
五
三
頁

並
木
美
砂
子
「
第
三
章
博
物
館
で
の
学
習
論
」
（
前
掲
註
皿
）
、
六
○
頁

他
に
仏
像
に
つ
い
て
は
、
「
展
示
し
て
あ
る
大
日
如
来
、
薬
師
如
来
、
阿
弥
陀
如
来
そ
れ
ぞ
れ

に
合
掌
、
瞑
想
し
て
い
た
ご
婦
人
。
博
物
館
も
来
館
者
に
と
っ
て
は
聖
地
な
の
で
し
ょ
う
。
」

（
解
説
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ア
ン
ケ
ー
ト
か
ら
）
と
の
記
述
が
あ
り
、
展
示
資
料
と
し
て
だ
け
で
な

く
来
館
者
に
よ
っ
て
は
信
仰
の
対
象
と
な
る
事
例
も
あ
っ
た
。

国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
の
諸
研
究
（
安
達
文
夫
・
竹
内
有
理
・
小
島
道
裕
・
久
留
島
浩
「
展
示

の
理
解
の
評
価
に
関
す
る
検
討
」
『
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
研
究
報
告
」
一
三
○
巻
、
二
○
○

六
年
、
竹
内
有
理
「
［
研
究
ノ
ー
ト
］
展
示
室
に
お
け
る
観
客
の
観
覧
行
動
と
記
憶
お
よ
び
理

解
に
関
す
る
研
究
》
近
世
展
示
の
展
示
評
価
結
果
か
ら
薑
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
研
究
報
告
」

一
○
九
巻
、
二
○
○
四
年
、
宮
田
公
佳
・
竹
内
有
理
・
安
達
文
夫
「
展
示
改
善
に
む
け
た
観
客

調
査
の
設
計
と
実
施
》
見
学
順
路
と
滞
在
時
間
か
ら
見
た
観
覧
行
動
の
解
析
」
『
国
立
歴
史
民

俗
博
物
館
研
究
報
告
」
一
○
八
巻
、
二
○
○
三
年
な
ど
）
や
、
広
谷
浩
子
「
来
館
者
の
行
動
観

察
を
も
と
に
し
た
博
物
館
の
利
用
状
況
の
分
析
」
（
「
神
奈
川
県
立
博
物
館
研
究
報
告
自
然
科

学
」
三
四
号
、
二
○
○
五
年
）
な
ど
。
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